
コ二

ほ
ん
と
う
?
，圏、、

一一一、句圃，

編

集

部

会
員
の
皆
様
の
素
晴
ら
し
い
、
面
白
い
、
貴
重
な
体
験
や
珍

し
い
偶
然
の
出
合
い
、
ま
た
裏
話
を
ご
披
露
願
う
場
所
で
す
。

今
回
は
、
十
八
回
生
の
片
山
章
氏
よ
り

m
O匂
件
。
B
σ
o
H
H
H
、
N
O
O
H

ア
メ
リ
カ
、

N
Y
で
遭
遇
し
た
出
来
事

十
八
回
生
の
小
木
曽

新
島
八
重
さ
ん

(
名
回
)

文
子
様
よ
り

二
十
七
回
生
の
萩
原
直
大
氏
よ
り

私
の
M
O
O
プ

由

・

コ

の

誌

と

赤
レ
ン
ガ
の
東
京
駅
に
三
か
月
寝
起
き

の
四
篇
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

と
同
時
に
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
出
る
方
は
封
鎖
し
て
い
ま
し

た
。
入
る
方
も
封
鎖
直
前
で
、
車
か
ら
降
ろ
さ
れ
ホ
ー
ル
ド
ア

ッ
プ
で
、
後
ろ
向
き
に
一
列
に
並
ば
さ
れ
検
問
を
受
け
て
い
る

最
中
に
封
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
ア
メ
リ
カ
な
の
で
殺
さ

れ
る
こ
と
は
無
い
と
確
信
し
て
い
ま
し
た
が
、
初
体
験
の
人
は

既
に
放
心
状
態
で
し
た
。

や
っ
と
、
解
放
さ
れ
7
番
街
の

E
E窪
田
O
目
「
に
到
着
し
、

の

Z
O
K
E
後
、
ロ
ピ

l
で
、
人
だ
か
り
の
テ
レ
ビ
を
見
て
や

っ
と
事
態
が
把
握
で
き
ま
し
た
。
そ
の
直
後
、

2
番
機
の
テ
ロ

が
突
入
し
、
間
も
な
く
、
あ
の
巨
大
な
弓
君
z
↓
富
男
が
崩
落

し
て
い
く
の
を
見
て
唖
然
と
し
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
で
、
あ
の

N

Y
の
ラ
ン
ド
マ

l
ク
が
?
と
、
現
実
と
は
信
じ
ら
れ
ず
、
夢

で
は
な
い
か
と
立
ち
つ
く
し
ま
し
た
。

居
合
わ
せ
た
何
百
人
の
ア
メ
リ
カ
の
人
々
は
、
全
員
、
大
声

を
上
げ
て
泣
き
崩
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
も
な
く
、
無
機
質
の
テ
レ
ビ
画
面
に
テ
ロ
ッ
プ
が
流
れ
、

テ
ロ
攻
撃
で
あ
る
こ
と
。
ピ
ン
・
ラ
デ
イ
ン
が
首
謀
者
と
い
う

こ
と
も
流
れ
ま
し
た
。

こ
の
一
連
の
流
れ
は
、
私
の
拙
い
文
章
よ
り
写
真
を
見
て
頂

く
の
が
、
な
に
よ
り
も
事
実
の
重
さ
、
重
大
さ
、
テ
ロ
の
罪
の

∞
。
同
】
件
。
回
目
】
@
吋

トー‘
ト・‘

M
C
C
H
 

ア
メ
リ
カ
、

N
Y
で
遭
遇
し
た
出
来
事

十
八
回
生

章

片
山

こ
の
日
は
、
晴
天
、
雲
一
つ
無
い
穏
や
か
な
朝
で
し
た
。
私

は
、
早
朝
、

6
時
に
、
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
空
港
を
出
発
し
マ
ン

ハ
ン
タ
ン
の
摩
天
楼
を
左
に
見
て
、
着
陸
態
勢
で
イ
ー
ス
ト
リ

パ
!
の
上
を
、
市
内
か
ら
1
5
k
m
の
、
ラ
・
ガ

l
デ
イ

1

ア
空
港
に
向
か
い
、
8
時
2

0
分
に
到
着
し
ま
し
た
。

勿
論
、

2

5
分
後
に
、
直
前
に
見
た
ぎ
円

E

P
足。

p
z
o
H
(
W
T
C
)
の
4
4
豆
、
『
富
田
に
惨
劇
が
起
こ
る
と
は

夢
想
だ
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
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そ
の
後
、
空
港
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
入
る
直

前
の
橋
か
ら
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
を
見
る
と
、

W
T
C
か
ら
黒
い
煙

が
噴
き
出
し
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
運
転
手
に
聞
く
と
、

火
事
ら
し
い
よ
と
言
う
の
で
聞
き
流
し
、
料
金
所
に
着
く
と
す

で
に
た
だ
な
ら
ぬ
雰
囲
気
で
パ
ト
カ
ー
が
無
数
に
並
び
、
検
問

な
い
人
へ
の
許
さ
れ
な
い
非
道
さ
が
よ
く
ご
理
解
頂
け
る
と
思

い
ま
す
。
(
注
写
真
を
文
章
の
後
ろ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
)

で
も
、
私
に
は
、
過
去
に
遭
遇
し
た
出
来
事
と
重
な
り
既
視

感
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
年
代
は
、
海
外
進
出
の
始
ま
り
に
合

致
し
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
の
尖
兵
と
し
て
、

N
O
が
許

さ
れ
な
い
時
代
で
し
た
。
海
外
へ
の
化
学
プ
ラ
ン
ト
輸
出
建
設

の
繋
明
期
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
仕
事
毎
に
、
人
種
、
言
葉
、

文
化
、
習
慣
の
違
う
国
に
行
き
、
そ
れ
こ
そ
道
無
き
道
の
暗
閣

を
手
探
り
で
歩
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
途
上
で
、
中
国
の
文
化

革
命
の
大
混
乱
期
で
の
不
安
定
な
恐
怖
、
思
想
教
育
の
強

'
'

烈
さ
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
の
7
年
間
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
の

精
鋭
部
隊
の
訓
練
所
近
辺
で
の

L
P
G
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
建
設
の

危
険
さ
。
ア
メ
リ
カ
で
も
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
代
、
若
者
が
先
が

見
え
ず
に
荒
れ
、

N

Y
で
暗
閣
の
横
町
か
ら
ピ

l
ル
瓶
の
底
を

割
っ
た
も
の
が
よ
く
飛
ん
で
き
た
大
都
会
の
怖
さ
。
種
類
は
変

わ
り
ま
す
が
、
移
動
中
、
ア
ラ
ス
カ
の
マ
ツ
キ
ン
レ
イ
山
の
真

上
で
史
上
最
大
の
晴
天
乱
気
流
に
遭
い
、
機
体
が
真
横
に
な
り

8
0
0
m
落
下
、
山
頂
が
ぐ
ん
ぐ
ん
追
っ
た
時
の
恐
怖
、
サ
ハ

ラ
砂
漠
の
十
字
路
で
何
も
な
い
見
通
し
完
壁
な
と
こ
ろ
で
、
運

転
手
の
先
に
通
過
し
よ
う
と
い
う
単
な
る
競
争
心
で
ス
ピ
ー
ド
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を
両
者
が
上
げ
、
前
の
車
が
粉
々
に
な
っ
た
事
故
。
こ
の
種
類

の
話
は
、
無
限
に
あ
り
、
そ
れ
が
い
ろ
ん
な
既
視
感
に
な
り
、

私
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
ベ

l
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
に
な
る
と
、
よ
く
生
き
て
い
る
な
と
、
し
み
じ
み
思
う
の
が
、

実
感
で
す
。

横
道
か
ら
、

N
O
S
-
P
=
に
戻
り
ま
す
。

発
生
か
ら
、

1
時
間
、
マ
ッ
ハ
ツ
タ
ン
は
、

一
般
の
車
は
通

行
禁
止
と
な
り
、
無
数
の
パ
ト
カ
ー
と
救
急
車
の
み
が
走
り
、

あ
の
華
や
か
な

5
番
街
か
ら
、
走
る
車
が

1
台
も
無
く
、
た
だ

南
の
現
場
の
方
か
ら
無
言
で
歩
い
て
逃
避
し
て
き
た
人
た
ち
が

歩
い
て
い
る
だ
け
の
無
音
の
異
様
な
静
け
さ
が
支
配
す
る
街
が

数
日
続
き
ま
し
た
。

ご
参
考
ま
で
に
、
当
日
即
刻
、
い
ろ
ん
な
経
験
を
経
て
き
た

小
生
の
選
択
し
た
行
動
を
記
し
ま
す
と
、

落
ち
着
く
の
に
、
最
低
5
日
間
は
必
要
と
仮
定
し
て
、
食
と

住
の
確
保
に
動
き
、
ま
ず
、
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
で

7
日
間
の

宿
泊
の
延
長
手
配
を
確
定
し
、
次
に
、
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
の
食

料
品
庖
を

5
1
6
軒
走
り
回
り
、

パ
ン
と
水

3
人、

5
日
分

を
両
手
に
山
の
よ
う
に
確
保
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

J
A
L
の
事
務
所
に
行
き
、
再
開
1
番
機
に
乗
れ

ン
タ

l
に
殺
到
し
た
日
本
人
、
千
人
以
上
の
中
か
ら
幸
運
に
も

席
が
確
保
で
き
、
無
事
に
成
田
に
帰
着
し
、
私
も
ほ
っ
と
し
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
後
も
何
度
か

N
Y
に
行
き
、
好
き
だ
っ
た
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
橋
の
対
岸
の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
眺
め
、

三
宮
弓
書
問

、が
欠
け
て
い
る
の
を
見
る
と
、
自
分
史
の
一
部

が
欠
落
し
た
な
!
と
思
い
ま
す
し
、
テ
ロ
の
残
酷
さ
を
い
つ
も

考
え
ま
す
。

書
け
な
い
こ
と
も
、
多
く
あ
り
自
分
で
も
不
満
で
す
が
、
こ

の
へ
ん
で
、
私
の
経
験
し
た
、

N

。。
r
p
=
の
筆
を
置
き
ま

す
。

る
よ
う
お
願
い
し
て
、
手
続
き
だ
け
は
済
ま
せ
ま
し
た
。
こ
れ

で
、
最
低
限
の
確
保
が
出
来
た
の
で
ホ
テ
ル
に
帰
る
と
、
同
行

の
電
力
会
社
の
お
二
人
が
、
-
階
フ
ロ
ア
ー
の
床
に
す
わ
っ
て

「
本
社
に
連
絡
が
取
れ
、
副
社
長
か
ら
『
片
山
さ
ん
が

一
緒
な

ら
あ
の
人
は
、
修
羅
場
を
何
回
も
経
験
し
て
い
る
か
ら
大
丈

夫
!
金
魚
の
糞
の
よ
う
に
離
れ
る
な
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
の
で

よ
ろ
し
く
。
ま
た
、
出
身
地
の
新
聞
に
行
方
不
明
、
事
件
に
巻

き
込
ま
れ
た
か
?
と
大
き
な
記
事
に
な
っ
て
い
る
、
早
く
帰
れ

と
家
族
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。

「
努
力
は
す
る
が
、

N
Y
か
ら
出
る
橋
、
空
港
も
封
鎖
で
は
、

打
つ
手
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
説
明
し
、
こ
う
い
う
時
は
、

「
果
報
は
寝
て
待
て
、
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ

き
ま
し
ょ
う
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
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で
行

今
回
、
さ
す
が
ア
メ
リ
カ
は
、

日
目
か
ら
、

唱
。

m
y
ω
H
H
O〈
O
H
O
O目
。

一

君

。

白

け

0
0門
片
的
什
件
円
一戸
一

問
。
B
O
B
σ
0円

H
y
o
z
o
H
O

一

唱

。

白

骨

仲

H
H
Y
ω
〈

o

m

ロ
∞
吋
向
山
、
一

な
ど
の
標
語
が
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
立
ち
、
活
気
が
み
る
み
る

戻
っ
て
き
た
こ
と
で
す
。

我
々
は
、

5
日
目
、

1
番
機
の
噂
が
伝
わ
り
、
空
港
の
カ
ウ

早
い
、

と
思
っ
た
の
は
、

2 
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